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平成３１年度（２０１９年度）朝霞市一般会計当初予算のポイント 

 

 

 

▽平成３１年度（２０１９年度）当初予算額 ４２８億円 

（前年度比 １９億９，０００万円、４．９％の増額） 

▽予算規模は平成２５年度（２０１３年度）から７年連続増加 

昨年度に続き過去最大規模を更新 

▽平成３２年（２０２０年）春にシンボルロード第１期供用開始予定 

▽オリンピック・パラリンピックに係る事業として１億９，５３８万円を計上 

 

主な新規・重点事業については下記のとおりです。 

 

（１）新規事業 

○庁舎別館エレベーター改修事業 

   庁舎施設改修事業７，７５１万６千円のうち３，３００万円 

（Ｐ７２～７５） 

・老朽化が進行し、保守部品の調達が困難となっている庁舎別館エレベーター

の改修を行います。 

担当：財産管理課 

 

○避難所開設キット作成事業 

                         防災対策事業８，３２７万３千円のうち４０万円 

（Ｐ７８～８１） 

・避難所における発災後の行動を想定し、「誰もが」、「躊躇なく」、「実動できる」

ことを目指し、避難所開設の行動手順書及び各種掲示物を収納した避難所開設

キットを、地域防災拠点である小学校のうち、モデル例として１校に整備しま

す。 

担当：危機管理室 

 

○特別養護老人ホーム朝光苑施設改修事業           ８９１万円 

（特別養護老人ホーム管理運営事業Ｐ１６８・１６９） 

・給湯・暖房併用ボイラーが経年劣化しているため、入替工事を実施します。 

担当：長寿はつらつ課 
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○病児保育保護者負担軽減事業                ７万２千円 

（子ども・子育て支援事業Ｐ１８４・１８５） 

・ＴＭＧあさか医療センター附属たまご保育園内で実施する病児保育について、

生活保護世帯等の利用料金を負担します。 

担当：保育課 

 

○ごみ処理広域化事業                  ７１５万８千円 

（ごみ処理広域化事業Ｐ２２８・２２９） 

・朝霞市・和光市ごみ広域処理に関する基本合意書に基づき和光市に設置する

ごみ処理広域化協議会事務局において、平成３１年度（２０１９年度）、平成  

３２年度（２０２０年度）の２か年でごみ広域処理基本構想等を策定します。

朝霞市は協議会運営費用の一部を負担します。 

担当：資源リサイクル課 

 

○東
あずま

揚水
ようすい

施設撤去に係る埋設物調査事業            ４０７万円 

（水利組合事業Ｐ２４０・２４１） 

・東揚水施設の撤去に向けて、地中に埋設されている送水管の状況について調

査を行います。 

担当：産業振興課 

 

○旧朝霞第四小学校跡地埋蔵文化財発掘調査事業       ３，８８８万円 

（商工総務事務事業Ｐ２４２・２４３） 

・旧朝霞第四小学校跡地での試掘調査において、埋蔵文化財が出土したことか

ら発掘調査を行います。 

担当：産業振興課 

 

○プレミアム付商品券発行事業             １，４６０万４千円 

（プレミアム付商品券発行事業Ｐ２４６・２４７） 

・消費税率の引き上げによる低所得者・子育て世帯（０～２歳児）の消費に与

える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起することを目的とし

て、プレミアム付商品券の販売を行います。 

担当：産業振興課 

 

○地域公共交通協議会事業 

交通施策推進事業１億３，０５０万８千円のうち８９９万円 

（Ｐ２７２～２７５） 

・市民のニーズと地域特性に応じた効果的・効率的な地域公共交通の実現を目

指し、公共交通空白地区の解消や効率的な市内循環バスの運行、鉄道駅の利

便性向上などについて関係機関等と協議・調整する会議体を設立し、地域の

交通施策について検討します。 

担当：まちづくり推進課 
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○学校運営協議会事業                   ８４万２千円 

（学校運営協議会事業Ｐ２９６・２９７） 

・地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４７条の６に基づき、「地域とと

もにある学校づくり」を推進し、学校運営の改善や児童生徒の健全育成に取

り組むため、学校運営協議会を朝霞第一中学校と朝霞第四小学校に設置しま

す。 

担当：教育管理課 

 

○（仮称）丸沼芸術の森展事業 

博物館運営事業・管理事業５，２９４万３千円のうち５８６万９千円 

（Ｐ３３６～３４１） 

・市民が美術作品に触れる機会を設けるとともに、美術活動の活性化を図るた

め、平成３１年（２０１９年）１０月５日(土)～１０月２７日(日)に、丸沼芸

術の森と美術分野の展示を共催します。 

担当：文化財課 

 

○中央公民館スロープ設置事業 

中央公民館施設改修事業１，１００万９千円のうち２８５万３千円 

（Ｐ３５４・３５５） 

・利用者の利便性向上のため、１階ロビーの裏口に新たにスロープを設置する

改修工事を実施します。 

担当：中央公民館 

 

○市民プール施設改修事業                  ３３０万円 

（施設改修事業Ｐ３６６・３６７） 

・溝沼子どもプールのろ過機能を維持し、衛生的な運営を行うため、第１機械

室のろ過機ろ材全層を入れ替える改修工事を実施します。 

担当：生涯学習・スポーツ課 
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（２）拡充事業 

○配偶者暴力相談支援センター相談事業 

男女平等相談事業２８６万２千円のうち１１３万円 

（Ｐ６４・６５） 

・相談件数が増加しており、相談内容も複雑化していることから、ＤＶ専門相

談日を週２日から週４日に増やし、相談体制の拡充を図ります。 

担当：人権庶務課 

 

○福祉相談事業 

福祉相談事業９１２万３千円のうち１２６万８千円 

（Ｐ１４６～１４９） 

・成年後見制度など、複雑化・多様化する市民からの相談に対応するため、   

職員等が、専門的な知識を持つ有資格者からアドバイスを受けられるよう、

相談事業の拡充を図ります。 

担当：福祉相談課 

 

○民間保育園整備事業               １億４，５１９万９千円 

（民間社会福祉施設整備費補助事業Ｐ１８４・１８５） 

・民間の社会福祉法人が新たに保育園を開園するために必要となる施設

の整備に係る工事費、備品の購入及び開園準備に対する補助金を交付

します。  

担当：保育課 

 

○民間放課後児童クラブ整備事業               １，５２０万円 

（放課後児童クラブ運営事業Ｐ１８８・１８９） 

・民間事業者が新たに放課後児童クラブを開所するために必要となる  

施設の改修、設備の整備・修繕、備品の購入及び開所準備に対する  

補助金を交付します。  

担当：保育課 

 

○風しん対策事業                    

予防接種事業４億３，８２５万７千円のうち１，３１９万５千円 

（Ｐ２０８・２０９） 

・風しんの流行対策として、３年間の期間を限定し、抗体保有率が低い「昭和

３７年４月２日から昭和５４年４月１日までの間に生まれた男性」を予防接

種法に基づく定期接種の対象とします。 

担当：健康づくり課 
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○農地利用最適化推進事業 

農業委員会運営事業・農業委員会委員報酬９４８万円のうち７２万円 

（Ｐ２３６・２３７） 

・農業委員会等に関する法律第６条に基づき、担い手への農地集積・集約化、

遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進等、農地利用最適化に向けた活

動を推進します。 

担当：農業委員会事務局 

 

○駅前広場駐車場管理事業              １，１８６万４千円 

（駅前広場管理事業Ｐ２５４・２５５） 

・朝霞駅南口駐車場、朝霞駅東口駐車場及び北朝霞駅東口駐車場について、駐

車設備の更新、メンテナンス等を含めた駐車場管理業務を実施します。 

担当：道路整備課 

 

○小学校特別支援学級事業 

 小学校特別支援学級事業２，１０２万６千円のうち１４万２千円 

（Ｐ３０４・３０５） 

・学校生活において特別な支援を必要とする児童のために、朝霞第八小学校及

び朝霞第九小学校に特別支援学級を開設します。 

担当：教育総務課 
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（３）計画策定事業 

○男女平等推進行動計画策定事業 

男女平等推進事業２８９万３千円のうち４４万１千円 

（Ｐ６２～６５） 

・後期計画を平成３２年度（２０２０年度）に策定するため、平成３１年度  

（２０１９年度）は、市民意識調査・事業所アンケートを実施し、計画策定

の基礎資料とします。 

担当：人権庶務課 

 

○第５次総合計画後期基本計画策定事業         １，６２９万２千円 

（第５次総合計画後期基本計画策定事業Ｐ８８・８９） 

・第５次総合計画の基本構想の理念に基づき策定した前期基本計画の計画期間

が平成３２年度（２０２０年度）で終了することから、平成３１年度    

（２０１９年度）から平成３２年度（２０２０年度）の継続事業で、次の   

５年間の施策を体系的に定める後期基本計画を策定します。 

担当：政策企画課 

 

○（仮称）あさかＦＭアクションプラン策定事業     １，２０１万４千円 

（公共施設等総合管理計画推進事業Ｐ８８・８９） 

・国のインフラ長寿命化基本計画や朝霞市公共施設等総合管理計画に基づき、

施設ごとの具体的な維持管理方針を定める計画として、平成３１年度   

（２０１９年度）から平成３２年度（２０２０年度）の継続事業で、（仮称）

あさかＦＭアクションプランを策定します。 

担当：政策企画課 

 

○地域福祉計画策定事業 

地域福祉計画推進事業７４７万６千円のうち７３９万６千円 

（Ｐ１４４～１４７） 

・地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉、その他の福祉に   

関し、共通して取り組むべき事項を定める第４期朝霞市地域福祉計画を、   

平成３１年度（２０１９年度）から平成３２年度（２０２０年度）の継続事

業で策定します。 

担当：福祉相談課 

 

○高齢者福祉計画及び介護保険事業計画策定事業      ５８５万９千円 

（高齢者福祉計画及び介護保険事業計画推進事業Ｐ１５８～１６１） 

・平成３３年度（２０２１年度）から平成３５年度（２０２３年度）までを   

計画期間とする第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画を、平成３１年度 

（２０１９年度）から平成３３年度（２０２１年度）の継続事業で策定しま

す。 

担当：長寿はつらつ課 
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○子ども・子育て支援事業計画策定事業          ５４８万８千円 

（子ども・子育て支援事業計画推進事業Ｐ１７２・１７３） 

・子育てをめぐる社会状況や教育・保育ニーズの把握に努め、市内の子育て  

環境の整備や子育て支援の充実を図り、子育て支援施策を計画的かつ総合的

に推進していくため、今後の子育て支援施策のあり方や方向性の指針として

第二期子ども・子育て支援事業計画を策定します。 

担当：こども未来課 

 

○自殺対策計画策定事業 

精神保健事業１２１万３千円のうち３７万６千円 

（Ｐ２１０・２１１） 

・自殺対策基本法に基づき、国の自殺総合対策大綱及び都道府県自殺対策計画

並びに地域の実情を勘案して、市の自殺対策計画を策定します。 

担当：健康づくり課 

 

○学校施設長寿命化計画策定事業           ２，１６３万３千円 

（学校施設長寿命化計画策定事業Ｐ２８６・２８７） 

・小・中学校１５校の施設の老朽化対策を計画的に進めるため、平成３２年度

（２０２０年度）策定予定の（仮称）あさかＦＭアクションプランにおける

学校施設部分について、計画策定のための基礎調査等を行います。 

担当：教育総務課 

 

○スポーツ推進計画策定事業 

スポーツ振興事業１，２２１万２千円のうち５１万４千円 

（Ｐ３６０～３６３）  

・朝霞市スポーツ推進計画が平成３２年度（２０２０年度）に計画期間が終了

することから、平成３３年度（２０２１年度）を始期とする（仮称）第２次

朝霞市スポーツ推進計画策定のため、アンケート調査等を実施します。 

担当：生涯学習・スポーツ課 
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（４）普通建設事業 

○庁舎別館エレベーター改修事業（再掲） 

   庁舎施設改修事業７，７５１万６千円のうち３，３００万円 

（Ｐ７２～７５） 

・老朽化が進行し、保守部品の調達が困難となっている庁舎別館エレベーター

の改修を行います。 

担当：財産管理課 

 

○防災行政無線デジタル化整備事業 

 防災対策事業８，３２７万３千円のうち７，１８５万６千円 

（Ｐ７８～８１） 

・電波法改正に伴い、既設の防災行政無線（市役所設置の親局、市内９５か所

設置の子局）を平成２８年度（２０１６年度）から平成３２年度（２０２０

年度）までの５か年でアナログ方式からデジタル方式へ順次整備します。  

平成３１年度（２０１９年度）は、子局２６局の更新を行います。 

担当：危機管理室 

 

○特別養護老人ホーム朝光苑施設改修事業（再掲）        ８９１万円 

（特別養護老人ホーム管理運営事業Ｐ１６８・１６９） 

・給湯・暖房併用ボイラーが経年劣化しているため、入替工事を実施します。 

担当：長寿はつらつ課 

 

○児童館建設事業                 ２億６，７６４万１千円 

（児童館建設事業Ｐ１７８・１７９） 

・平成２８年度（２０１６年度）から平成３１年度（２０１９年度）の継続事

業で、本町２丁目のあかね公園に隣接する市有地に児童館を建設しています。

開館は平成３１年（２０１９年）１０月を予定しています。 

担当：こども未来課 

 

○ごみ処理施設改修事業 

可燃ごみ焼却処理施設補修工事 １億９，０００万円 

資源ごみ処理施設改修工事        ３００万円 

粗大ごみ処理施設改修工事      ４，５００万円 

（Ｐ２２６・２２７） 

・朝霞市・和光市ごみ広域処理に関する基本合意書の締結により、和光市内に

ごみ焼却処理施設を建設することとなりましたが、新施設稼働までには１０

年程度の期間が必要です。そのため、本市のごみ焼却処理施設について施設

の延命化が図れるよう、補修工事を行います。また、クリーンセンター各施

設についても改修工事を実施します。 

担当：資源リサイクル課 
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○公園施設長寿命化対策事業 

公園施設改修事業７，３００万円のうち３，０００万円 

（Ｐ２６８・２６９） 

・公園施設長寿命化計画に基づき、滝の根公園他６公園の遊具等の更新工事を 

行います。 

担当：みどり公園課 

 

○シンボルロード整備事業                  ９，０００万円 

（基地跡地公園・シンボルロード整備事業Ｐ２６８・２６９） 

・平成３０年度（２０１８年度）から平成３１年度（２０１９年度）の継続事 

業で、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の会場へのアク 

セスルートの一つとして、平成３２年（２０２０年）春の第１期供用開始を 

目指し、シンボルロードを整備しています。 

担当：みどり公園課 

 

○朝霞駅ホームドア設置費負担事業            １億２，０００万円 

（交通施策推進事業Ｐ２７２～２７５） 

・東武鉄道株式会社が行う東武東上線朝霞駅ホームドア設置工事に対して、地

元自治体として負担金を支出します。平成３１年度（２０１９年度）は下り

線ホームへの設置工事に対する負担金を支出します。 

担当：まちづくり推進課 

 

○小学校屋内運動場空気調和設備整備事業 

 小学校施設改修事業２億２，７４６万８千円のうち１億９，０５９万２千円 

（Ｐ３０２・３０３） 

・平成３０年度（２０１８年度）から平成３４年度（２０２２年度）の５年間

で小・中学校の屋内運動場にエアコンを整備し、より良い教育環境を確保す

るとともに、災害時の避難所としての防災機能の向上を図ります。平成３１

年度（２０１９年度）は３校の整備工事と、平成３２年度（２０２０年度）

に整備を行う予定の３校の実施設計を行います。 

担当：教育総務課 

 

○朝霞第八小学校自校給食施設等整備事業      ７億４，９５８万２千円 

（第八小学校自校給食施設等整備事業Ｐ３２２・３２３） 

・平成３０年度（２０１８年度）から平成３２年度（２０２０年度）の継続事

業で、朝霞第八小学校に新たに自校給食室施設及び普通教室を設置します。 

担当：学校給食課 
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○博物館非構造部材安全対策事業            １，５８７万６千円 

（博物館施設改修事業Ｐ３４０・３４１） 

・非構造部材耐震診断の結果に基づき、平成３０年度（２０１８年度）から   

平成３１年度（２０１９年度）の継続事業で、博物館展示室の吊り天井を  

新基準に適合した天井に改修します。改修期間は、平成３１年（２０１９年）

３月から６月を予定しています。 

担当：文化財課 

 

○総合体育館施設改修事業              ７億９２５万９千円 

（施設改修事業Ｐ３６４・３６５） 

・総合体育館は、建築後３５年以上経過し老朽化にともない劣化が著しいこと

から、平成２９年度（２０１７年度）から平成３２年度（２０２０年度）の

継続事業で、利用者及び災害時の避難者の安心・安全を図るための大規模な

改修工事を実施しています。 

担当：生涯学習・スポーツ課 

 

○中央公民館スロープ設置事業（再掲） 

中央公民館施設改修事業１，１００万９千円のうち２８５万３千円 

（Ｐ３５４・３５５） 

・利用者の利便性向上のため、１階ロビーの裏口に新たにスロープを設置する

改修工事を実施します。 

担当：中央公民館 

 

○市民プール施設改修事業（再掲）              ３３０万円 

（施設改修事業Ｐ３６６・３６７） 

・溝沼子どもプールのろ過機能を維持し、衛生的な運営を行うため、第１機械

室のろ過機ろ材全層を入れ替える改修工事を実施します。 

担当：生涯学習・スポーツ課 
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（５）オリンピック・パラリンピックに係る事業 

○市役所トイレ改修事業 

庁舎施設改修事業７，７５１万６千円のうち４，４５１万６千円 

（Ｐ７２～７５） 

・市役所本館１階トイレ及び正面駐車場トイレについて、ユニバーサルデザイ

ンの考え方を取り入れた、誰もが快適に利用できるトイレに改修します。 

担当：財産管理課  

 

○オリンピック・パラリンピック事業         １，６０１万４千円 

（オリンピック・パラリンピック事業Ｐ９０・９１） 

・大会１年前カウントダウンイベントなどを実施し、機運醸成に取り組むほか

日本オリンピック委員会によるオリンピック教室や日本サッカー協会による

こころのプロジェクトを市内小・中学校で実施します。また、飲食業や小売

業などの店舗がバリアフリー化のために行う取組に対して補助金を交付しま

す。 

担当：政策企画課 

 

○朝霞駅南口案内板改修事業 

広報事業９４５万１千円のうち３５０万７千円 

（Ｐ９２～９５） 

・多くの来場者の利用が見込まれる朝霞駅南口で、競技場までの道のりや市内

の移動をスムーズにご案内するため、案内板を多言語化する改修工事を実施

します。 

担当：シティ・プロモーション課 

 

○北朝霞駅公衆トイレ改修事業               ２，４３１万円 

（駅前広場施設整備事業Ｐ２５６・２５７） 

・多くの来場者の利用が見込まれる北朝霞駅の公衆トイレについて、ユニバー

サルデザインの考え方を取り入れた、誰もが快適に利用できるトイレに改修

します。 

担当：道路整備課 

 

○アクセスルートバリアフリー化事業 

道路舗装事業８，２５０万円のうち６，０５０万円 

（Ｐ２５８・２５９） 

・朝霞駅から競技会場までのまち歩きルートについて、ユニバーサルデザイン

の考え方を取り入れた、誰もが快適に歩行できる歩道等のバリアフリー化を

行います。 

                            担当：道路整備課 
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○朝霞中央公園トイレ改修事業 

公園施設改修事業７，３００万円のうち３，０００万円 

（Ｐ２６８・２６９） 

・朝霞駅から競技会場までのまち歩きルート上の中央公園のトイレについて、

ユニバーサルデザインの考え方を取り入れた、誰もが快適に利用できるトイ

レに改修します。 

担当：みどり公園課 

 

○道路案内標識及び地点名標識多言語化改修事業 

交通安全施設事業２，１１５万５千円のうち２６３万７千円 

（Ｐ２７６・２７７） 

・朝霞駅から競技会場までのまち歩きルートの道路案内標識や地点名標識につ

いて、外国人がスムーズに移動し、安心して快適に滞在できる都市環境を目

指し、標識を多言語化する改修工事を実施します。 

担当：まちづくり推進課 

 

○中央公民館トイレ等改修事業 

中央公民館施設改修事業１，１００万９千円のうち８１５万６千円 

（Ｐ３５４・３５５） 

・ユニバーサルデザインの考え方を取り入れ、１階トイレの改修工事及び視覚

障害者誘導用ブロック（点字ブロック）の設置工事を実施します。 

担当：中央公民館 

 


